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実践レポート

共修を目的とした英語で開講する授業における
アクティブラーニング促進の実践と課題

カンダボダ P.B・鳥　居　朋　子

要　旨
近年、日本の大学教育においては、学生が能動的に取り組むカリキュラムの提供がより
重要視されつつある。立命館大学でも各学部・研究科・機構において様々な取り組みが始
まっている。本稿では、立命館大学の教養 B群の科目として英語で開講している授業に
注目し、学生の能動的な学習促進における取り組みおよび課題について報告する。特に、
国内学生と国際学生が共に学ぶ、共修科目における実践報告を行う。まず、当該科目では、
ILFモデルを用いた実践を試みた。2018 年度の前期には衣笠キャンパス、後期には大阪
いばらきキャンパスで科目を開講し、授業活動について受講生の評価を求めた。結果とし
て、授業内活動において学生の肯定的な反応が得られ、学期末の授業アンケートでも分野
平均より高い評価を得ることができた。本稿の考察をもとに、英語を用いて共修を実現す
る科目の発展を目指したい。
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1　はじめに

今日の大学のカリキュラム改革は、特に社会的ニーズが大きく影響していると考えられる。知
識共有に留まっていた今までの大学教育は、高等教育のユニバーサル化に伴い、社会ニーズにも
応えることを期待されており、社会から大学教育の質的転換が求められている。立命館大学の
R2020 後半期（2016-2020）の計画では、学びの立命館モデルの構築への取り組みから、今後の
学内の教育と学びの質転換を目指している。具体的には、全学部の教育改革において、アクティ
ブラーニング型授業のカリキュラムへの取り組みを促進している。また、グローバル化に伴い学
生も多様化してきており、とりわけ留学を目指す学生や、留学生として本校で学ぶ学生も徐々に
増えてきている。その結果、従来日本語で実施していた授業を他の言語（例えば、英語）で行う
ことも不可欠になってきている。これまでのところ、大学の「英語を学ぶ授業」においては、学
習方略や教授法等に関連する多くの報告がある（小池　他、2004）。しかし、「英語で学ぶ授業」



立命館高等教育研究 20 号

－138－

において、教授法や学生のアクティブラーニング促進に関する取り組みの知見は限られている。
従って、本稿では、大学において英語で開講する授業に焦点を当て、学生のアクティブラーニン
グを促進するための試みについて報告する。

2．高等教育のAL促進に関する動向

2020 年の文部科学省の新学習指導要領においては、教科等の本質的な学びを踏まえたアク
ティブラーニング視点からの学習・指導方法の改善について言及されている。大学教育にアク
ティブラーニングを導入する大きな目的は、学生の自律性を促すことにある（文部科学省、
2017:2018）。アクティブラーニングとは、教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学
修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法の総称である。学修者が能動的に学修す
ることによって、認知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を
図ることができる。アクティブラーニングには、発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習
等が含まれるが、教室内でのグループディスカッション、ディベート、グループ・ワーク等も有
効な方法である（文部科学省、2012、p.37 4））。こうした背景により、大学側には、学生自らが
課題を発見し、調査を行う深い学びを可能にする授業の提供が求められている。
一例として、立命館大学では、アクティブラーニングを取り入れた授業手法の確立と促進を図
るために、多側面から試行錯誤を行っている。特に、2020 年度の教養教育改革においては、様々
な科目群の改編を試みている。立命館大学の教養科目は、A群～ E群までの 5つの科目群で構
成されている。うち B群では、国際教養科目、異文化交流科目、海外留学科目区分の 3区分を
導入し、英語など初修外国語を授業言語とする科目や、国内学生と国際学生が共に学ぶ共修の科
目、また、国内学生の海外留学に役立てられる準備科目等を展開している。これらの科目の一部
は、国際教育推進機構の教員が担当している。国際教育推進機構では、立命館大学における国際
教育を進めるために、国際教育プログラムの開発・運営、諸外国・地域との学生派遣・学生受け
入れを推進するとともに、学部・研究科の国際教育に関する取り組みを支援している 1）。異文化
交流科目区分では 3つの科目（Cross cultural encounters, Basic communication skills, Advanced 

seminar）と海外留学科目区分では 3つの科目（Basic academic skills, Intermediate academic skills, 

Intermediate seminar）を提供している。このうち、共修という観点から、本稿では海外留学科
目区分の Intermediate seminar（以下、IS）について紹介する。

ISは、担当の教員各位が開講目標を共有しつつ、それぞれの専門に併せて科目内容を提供し
ている。ISの受講対象の学生は、中・長期留学を目指す国内学生 2）や、すでに留学先が決まっ
ている国内学生である。加えて、留学生の参加も歓迎し、学生間の共修を目指し、全ての科目を
英語で開講している。講義の目的は、特定のテーマについて英語で学び、海外の大学で学ぶため
の準備を前提にアカデミックスキルを身に付けることである。共修の授業であるため、受講者に
おいては、異なる文化・言語・専門について学術的な交流を図ることが可能である 3）。

2.1　英語で開講する授業への挑戦 : 実践への準備
英語で開講する授業は、受講生と担当教員双方に多側面において挑戦的である。本稿では主に
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英語で授業を開講する教員側の視点による検討を行う。共修の授業においては、学生同士の交流
が重要な役割を果たすため、教員は事前にコース全体を計画し学生間の交流を促進するための
きっかけとなる準備をする必要がある。同じ言語や文化を背景にしている学生でも意義のある交
流を行うためには、指導側すなわち教員が教育的目標を立てて促進する必要がある。特に国内学
生と留学生が受講する共修の授業においては、言語・文化・専門の違いによって学習の仕方が大
きく異なる（坂本　他編、2017）。
大学における学生の多様化と教育現場の対応を背景に調査した Arkoudis 他（2013）は、共修
の授業における学生間の交流を促進するために 6つの段階からなる「学習のための学生間交流フ
レームワーク（Interaction for Learning Framework）以下、ILF」を設定した。本授業の取り組み
においては、ILFを題材に授業の準備を進めた。第 1には、学習を企画する（planning 

interaction5））段階で、Arkoudisの設定した 6段階のうち最も核となるものと考えられる。受講
生を想定した準備を行うこの段階では、3つの主要なポイントが挙げられている ;受講生の多様
性を念頭に考えた交流活動の到達目標の明示、教育活動の準備と、ピア・サポート活動の準備で
ある。第 2段階は、学生間の交流ができる環境づくり（creating environments for interaction）であ
る。ここでは主に、学生同士の交流活動を促すことのできる教授法の選択が重要とされている。
特に、教員が用いる教授法によって学生の交流が左右される。教員の適切な教授法の選択により、
学生のコミュニケーション力を高め、自信に繋げることによって、より活発な交流に繋げること
ができる。第 3段階では、学生の交流をサポートすること（supporting interaction）が挙げられて
いる。ここでの主要なポイントとして、学生の交流に関する期待・目標などを明記すること、学
生同士の多様な背景を理解しあえること、グループ間でのルールづくりなどが挙げられる。第 4
段階では、授業の知識習得に取り組むこと（engaging with subject knowledge）である。これまで
の 3つの段階は第 4段階のための準備のものともいえる。受講生の多くが科目内容における知識
の習得を望む。この段階では、学生の多様な背景を念頭に、科目の知識習得に繋がるよう活動を
計画する。受講生は、文化・言語・専門・学年などが異なる場合が多い。これらの項目を念頭に
グループ編成やディスカッションを組み立てる必要がある。それによって、学生は各回の活動を
通して互いの類似点や相違点をうまく活用し助け合えることができるようになる。次に第 5段階
では、内省的プロセスを構築する（Developing reflexive process）。ここでは、受講生の取り組みに
おけるフィードバックを行うことが挙げられている。さらに、フィードバックを基に受講生自ら
が活動の振り返りに繋がるようなアドバイスをしていく必要がある。最後に第 6段階では、学習
者間のコミュニティを育成すること（fostering communities of learners）が挙げられている。つまり、
カリキュラムで提供している知識を題材に授業外でのコミュニティ形成を促す必要がある。その
ためには、教室内での活動に加え、教室外での活動も積極的に支援していくことが重要とされて
いる。
今回は、これら 6つの段階を念頭に、英語で実施する共修の授業でアクティブラーニング活動
を多く取り入れて実践した。次章でその実践内容に関して述べる。
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3．実践の具体的内容

今回の報告においては、2018 年度の前期に衣笠キャンパス、後期に大阪いばらきキャンパス
で実施した取り組みに焦点を当てた。キャンパスは異なるもののシラバスは同一内容で、担当教
員と TA（Teaching Assistant）も変更していない。衣笠キャンパスの受講生は、主に文学部、国
際関係学部、法学部、産業社会学部の 1回生から 4回生までの学生であった。大阪いばらきキャ
ンパスでは、経営学部、総合心理学部、政策科学部の学生が受講した。前期の授業においては、
英語で実施する共修を目的とした授業のアクティブラーニングを促進するための教授法を試みた。
後期の授業においては、前期の実践で得た学びと課題への対策を組み込み、当該教授法を再検討
した。
英語で実施する共修の授業が教員にとっても挑戦的となる要因は、受講生の多様性である。一
クラス内の受講生の背景、国籍・言語・文化・専攻・学年等が大きく異なるため、アクティブラー
ニングを促す活動を導入する際にこれらの異なる前提条件を慎重に考える必要がある。なおかつ、
受講者の母語が英語であってもアクティブラーニング活動を導入することが難しいことが指摘さ
れている（Arkoudis, 2006）。加えて、受講生の所属する学部が異なることで学習の仕方が異なる
ことが予想される。そのため、アクティブラーニングを導入する際に、受講生の属性をよく把握
したうえで取り入れることが求められる。
本稿で検討対象として注目した科目は、国際教育推進機構で提供している科目群のうち、国際
教養科目区分海外留学科目区分ステージ 3に位置付けられている（科目詳細は付録 Aを参照）。
ステージ 3では、主に、1年間の長期留学を目指す学生、あるいは既に海外留学派遣が決まった
学生を対象としている留学準備科目を提供している。各授業で提供している特定のテーマに沿っ
て英語で学び、その学習を通じて、「読む・聞く・書く・話す」といった 4技能を総合的に使い、
実践的な基礎知識や、海外大学で学ぶためのアカデミックスキルを身につけることを目的として
開講している。受講生には、人文・社会とかかわるテーマを扱った英語の学術文献・論文を読み、
議論することを求めている。当該科目は、留学生も対象としている。そのため、学生間の学び合
いが可能な環境で、留学生にとっては日本人学生と共に学び、海外留学を目指す学生にとっては、
留学先の授業環境に適応する機会になる 6）。前期の衣笠キャンパスの授業では、国内学生 24 名
（日本人学生 21 名と正規留学生 3名）、留学生 5名の合計 29 名が受講した。後期の大阪いばらき
キャンパスの授業では、国内学生 15 名（日本人学生 13 名、高校生 2名 7））と交換留学生 1名の
16 名が受講した。
一講義内の基本的な流れは、導入・学習・アクティベート（Introduce, study, activate）という
三段階となるよう構成した。授業内での活動に多くのペアワークとグループディスカッションを
用意した。成績評価基準においては、授業参加と貢献、事前事後課題、グループ発表、個人発表
とレポート課題を評価対象とし、第 1回の授業、オリエンテーションで受講生に説明した。
当該授業は、異文化コミュニケーション力を高めるためのものである。受講者の異文化コミュ
ニケーション力を高めるために、講義の前半では次のような取り組みを行った。まず、異文化理
解・コミュニケーションに関する基本的な考え方を把握してもらうために、各回の事前に読書課
題を課した（例えば、異文化コミュニケーションにおけるアイデンティティ、タイム、パワー
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ディスタンス、ジェンダーの考え方など）。次に、授業中には、検討した先行研究の考え方の理
解・認識に関するディスカッションタイムを設けた。先行研究の重要な点を把握しやすくするた
めに、事前に用意してある質問を投げかけ、それに答える形式で内容理解と認識を深めることを
促した。また、わからない語彙や表現があった場合、まずはグループ内で解決してもらい、難易
度が高いものについて授業全体で共有し、必要に応じて教員と TAが補足を加えた。最後に、
個々の考え方における理論的な枠組みを題材に、学生自らの実生活のケースにおける意見交換の
回数を増やした。
コース中盤では、グループ発表の準備に時間を設け、受講生を国内外・性別・専攻・学年など
を考慮してグループに分けた。グループ発表の基本的なテーマは、「異文化コミュニケーション・
理解に関するもの」とし、日本とほかの国の比較を行うことを調査条件とした。焦点を当てるト
ピックと国は各グループの選択に任せた。グループでタイトルを決め、焦点を当てる文化的側面
を抽出して、調査をもとに発表しディスカッションさせるまでのすべてを受講者同士で実施した。
1セッションは、発表・質疑応答・ディスカッションという形式にするよう事前に説明を加えた。
発表の時間では、グループ調査を基に異なる文化ではどのような相違点または類似点があるかを
提示させた。次の質疑応答の時間では、オーディエンスからの質問に答えてもらった。これまで
の筆者の教育経験では、“ 質問をどうぞ ” といっても中々質問が出てこないことが多々あった。
また、専門が異なることもあるため、突然に質問を考えることも難しい。これに対する解決策と
して、視聴するグループ内で質問する順番を決めてもらった。最後に、発表グループが提起する
ディスカッション課題を基に視聴しているグループで話し合い、意見をまとめて、クラス全体に
発表することとした。
この取り組みでは、まず、発表者においては、発表および質疑応答に慣れるチャンスがある。
加えて、自らがディスカッションセッションを行うことによって、大学内外のディスカッション
セッションに慣れる。また、視聴する側においても単に発表を聞くだけでなく、最後にディス
カッションセッションがあることを念頭に、発表の内容により注目しながら聞くことが求められ、
英語のリスニングスキル向上にも繋がる。なお、グループ発表の際にメモがとれるよう質問項目
を明記した発表用ノートシートを配布した。ノートシートの内容を基に各発表後に manaba+R

で提出できるよう課題を課した（付録 C）。すべてのグループ発表が終了してから振り返りを実
施し、グループ発表ワークにおける難点・個人の貢献・最も学んだ点などの質問を組み込んだ
（付録 D参照）。
コース終盤では、個人発表と関連した課題を課した。発表テーマは、自らが経験したカル
チャーショックに関するもので、10 分程度の口頭発表にし、発表、質疑応答、コメント記入と
いう形式で行った。発表の際には、経験したケース（場面や出来事等）についてのみ話し、その
ようなことになった経緯については説明しないよう指示した。その理由は、視聴者にその原因を
探らせるためであった。発表者が準備した質問に答える際に、併せてその原因なども記載するよ
う説明した。関連したレポートには、序論（個人のケースの紹介、発表同様）、視聴者からの意
見（クラスメイトからのコメント内容の集約）とまとめ（自らのケースにおける理論的枠組みと
個人な見解）の記述を求めた。
最後の授業では 2つの側面において振り返りを行った。一つ目に、異文化理解・コミュニケー
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ションにおける専門知識に関して確認するため、各回の内容に触れた自由執筆課題を課した（付
録 E）。二つ目に、授業全体において、最も学んだこと、最も難しかったことと今後の授業への
提案についてコメントを求めた。最後に、授業アンケートに関して説明し回答してもらい、結果
を最後の授業に全員で確認した。各項目への回答に関する教員の意見を述べながら全体的な流れ
について意見交換の場を設けた。
本章の冒頭で述べたように、今回の実践は二つのキャンパスで行った。そのためコース全体の
基本的な概念を念頭におきつつ、各キャンパスの受講者の参加具合を図りながら様々な工夫を
行った。まず、各回で実施したアイスブレーキングのトピックの数と時間を調整した。次に、読
解課題を基にした授業内のディスカッション時間と役割分担を調整した。進捗が早かった課題に
おいては、実生活を例に追加議題を導入し、さらに議論を活性化させた。

4．結果と省察

以下、表 1では前期・後期の授業アンケートの結果を記す。授業アンケートでは、5.0 が最高
点となっている。

授業アンケートは、前期・後期共に、回答率は 8割を超えている。従って、授業アンケートの
結果は受講生の 3分の 2以上の意見を表している有効なエビデンスとして挙げられる。第 1Q～
第 6Qまでのほとんどの項目で当該授業への評価が分野平均より上回り、受講生の高い評価を得
ることができた。

4.1　ILF と関連した実践方法
今回検討対象とした授業では、コース全体を通して様々な工夫をしながら、授業内での指導に
加え、授業外の指導も積極的に行った。以下ではこれらについて ILFの 6段階に照らしながら
見ていく。
第 1段階は、学習を企画する段階である。今回の授業の想定では、受講生が多様な背景を持つ
ため、それに応えるための指導方法を用いる必要があった。対策として、3つのことを念頭に科
目構成を考えた。まず、受講生の多様な背景（学部、学年、異なる国と地域等）を利用した数多
くの交流の機会を設けることである。次に、英語で行う共修の授業で極力アクティブラーニング

表 1．コースサーベイの結果
評価項目・学期 前期（回答率 82.1％）

クラス平均  /  分野平均
後期（回答率 87.5％）
クラス平均  /  分野平均

Q1シラバス導守度 4.8  /  4.5 4.6  /  4.6
Q2授業外学習時間 2.4  /  1.8 2.4  /  2.1
Q3学習意欲の促進 4.3  /  3.9 4.6  /  4.3
Q4能動的学習態度 4.8  /  4.2 4.7  /  4.4
Q5到達目標達成度 4.1  /  3.9 4.3  /  4.0
Q6学び役立度 4.6  /  4.2 4.4  /  4.4
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へと誘導することである。最後に、双方型授業の運営にかかる教員の負担を削減し、余裕をもっ
て学生の指導に当たる環境づくりをすることである。上記のような学習の検討を通じて、大きく
三つの課題があることが示唆された。最初の 2点については、言語と文化の壁をできる限り薄く
するために多くの工夫が必要となることである。3点目については、教室内での取り組み方と教
室外での取り組みにおける補助が必要となる点である。
アイスブレーキングの冒頭では、参加者全員に自らの言語能力について意見を交わした。例え
ば、英語の場合、四技能（聞く・読む・書く・話す）うちのどれが強くどれが弱いかを意見交換
させた。また、学習文化や生活文化について共有してもらうため、アイスブレーキングのトピッ
クに文化の背景も考量して議論するよう指示した。
次に、第 2段階においては、学生間の交流が生まれる環境を作るために、アイスブレーキング
タイムを導入した（リストは付録 F参照）。今回の授業は、言語・文化・学部・専攻等が混在し
ていることが一つの特徴である。しかしながら、その特徴が、学生の交流を妨げる要因に成りか
ねないこともある。特に、学部が異なれば日常的に交流するメンバーではなくなり、当然のこと
ながら、個々の活動における取り組み方も異なる。よって、学生の異なる背景を念頭に交流を計
画する必要がある。そのために、クラスの第 1回目から 9回目まで実施し、時間は最初の 10 分
～ 15 分程度とした。トピックはランダムに選択した。また、毎回異なるメンバーになるようラ
ンダムリストを活用し、できるだけ多くの友達づくりができるよう工夫した。結果的に、12 回
目の授業では、学生全員が他の全員と話したことがあるという確認が取れた。加えて、クラス全
体におけるディスカッションでは、ペアワークとグループワークも導入した。お互いをよく知ら
ない段階ではペアワークを実施し、徐々に難しいトピックをグループワークで行うよう段階化し
た。
次に第 3段階では、学生間の交流をサポートすることを考えた。今回の実践の大きなテーマは、
いかに学生のアクティブラーニングを促進できるかである。同時に、教員と学生のインタラク
ションできる機会が減ることも予測できた。従って、交流を支援するために学内の TA（Teaching 

Assistant）制度を活用し大学院留学生を採用し、主に受講生のサポート、教員のサポート、教室
内活動の客観的な評価、と授業外における受講生へのサポートの 4つを依頼した。
第 4段階においては、授業科目の知識習得に取り組むために専門書や先行研究を活用し、授業
のテーマである異文化理解を深めるために知識共有ができる活動を導入した。個人で行った調査
に次いでグループディスカッションを行い、内容に関する理解の程度を確認した。その後、クラ
ス全体で意見交換の場を設け、先行研究の考え方と自らの考え方を照らし合せた議論を行った。
さらに、第 5段階では、学生の内省的プロセスの構築を狙いに、異文化理解力やコミュニケー
ション力を育むために得られた学術的な知識の理解を確認した。その振り返りとして manaba+R

を活用した課題を課した。次に授業内で、振り返りの機会を設定し、自らの学びの度合や知識の
習得の程度を再確認させ、さらにほかの受講生と共有できる意見交換の場を設けた。
最後に、第 6段階における学習者間のコミュニティ形成は、ペアワークとグループワークを通
してできるよう計画した。まず教室内では、ペアワーク活動を数回実施することで少数団のコ
ミュニティ形成を試みた。次いで、グループディスカッションや発表の場を設けることでより多
くのメンバーと知り合いになれるよう工夫した。また、教室外活動の促進のため、授業外で実施
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される交流活動の情報共有や BBP 8）（Beyond Borders Plaza）施設で実施する活動への参加を促
した。なおかつ、教室外での交流とコミュニケーションに慣れさせるために、BBP施設を活用
したディスカッションタイムやグループワークの時間も確保した。
なお、これら 6段階に従ったコース構成は、あくまでも担当教員の立場からのものである。担
当教員のみならず、授業内外の取り組みに対するより客観的なアセスメントが必要だと考えたた
め、TAにクラス活動におけるアセスメントをお願いした。アセスメント内容（授業体制、内容、
学生のパフォーマンス等）は、事前の打ち合わせで説明し、備忘録用のファイルを準備した（付
録 B）。その結果、前期の授業において、グループワークにおける各学生の取り組みの確認が取
れるような体制を強化する必要があること、また、グループ発表の内容をより学術的にする必要
があることが指摘された。クラス内容は基本的に効果的であるものの、今後は質的な内容をより
多く組み込んでいく必要があるとの提案が出された。加えて、他者からの授業評価として他の教
員に授業を見学してもらい、見学感想という形でアセスメントを求めた。その結果、TAの意見
と同様、グループワークにおける個人貢献の確認が難しい点が指摘された。その結果を受けて後
期の授業では、グループディスカッションの人数の調整（6人から 4又は 3人に変更）、話す順
番などを工夫した。また、調査を基に行うグループ発表の構成を提示し、先行研究の使い方（特
に、引用に際して個人の意見と先行研究の意見の比較）や ICTツール（Information Computer & 

Technology）と SNS（Social Network Services）を活用した調査方法等、指導を具体化した。

4.2　実践で得た学びと課題
本稿で検討した授業の目的は、異文化コミュニケーションをテーマとし、英語の 4技能を総合
的に使い、実践的な基礎知識や海外の大学で学ぶためのアカデミックスキルを身につけることで
あった。英語を用いて国内学生と留学生の共修とアクティブラーニングを促進した。毎回の講義
では、教員の一方向的な講義形式ではなく、学生自らが積極的に参加し交流を行うことを重要視
した。前期の授業では、ILFモデルに沿った授業を実施し、後期には、前期からの学びと課題へ
の対策を組み込んだ内容を試みた。
今回の取り組みは、英語で実施する共修の授業であるため、受講生の特性を見据えたクラス活
動を準備した。特に今回初めての試みであったアイスブレーキングは、受講生からも高評価を得
た。異なる背景を持った受講生にとっては、言語・文化・専門等を多様性のあるグループの中で
たくさんの意見交換ができることは、授業に慣れやすくなったとの意見が多数だった。また、ア
イスブレーキングタイムは、次に続く専門的なディスカッションにスムーズに参加できるように
なったとの意見もでている。しかし、アイスブレーキングのトピックによって、英語はともかく
母語でも考えたことがないものもあったため、意見を出しにくかったという指摘もなされた。ア
イスブレーキングで提供するトピック選びは春学期の授業での課題だった。そのため、秋学期の
授業では、教員のみならず、受講生から集めたトピックを基に行った。結果として、秋学期の授
業の受講者コメントでは、トピックに関して特に指摘はなかった。また、アイスブレーキングの
時間調整が春学期の授業では大きな課題だった。トピックのなじみ度合と内容の難易度によって、
個々のグループにおけるディスカッション時間が伸びたため追加時間を設ける必要が多々あった。
秋学期では、最初から時間を設定して、その時間までにディスカッションを終了できるよう受講
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者への指導をより具体化した。また、時間の調整がしやすくするため、OHPを活用しタイマー
を設定した。そうした工夫により、秋学期の授業ではアイスブレーキングの時間調整における課
題が改善できた。
また、今回の授業で学生の交流を促すために多くのペアワークとグループワークを導入した。
特に秋学期の授業においては、実践的 FD（Faculty Development）プログラムの講座で得た知恵
を生かし、グループでのディスカッションはメンバー 3人又は 4人までとした。その結果、受講
生のコメントでは、ディスカッションを効率的に行い、小集団のコミュニティ形成にもつながっ
たとの回答が得られた。今回のグループ分けにおいては 2つのやり方を試みた。ある時は、自動
ランダム化ファイルを用いて完全に自動的にメンバーを振り分けた。別の時には、受講者間での
相談のうえ、今までグループで一緒にならなかったメンバーを加えながらグループ形成した。自
動ランダム化ファイルは利便性が高いものの、ときより同じ属性を持つメンバーのみのグループ
ができてしまうことがある。その際に、メンバーを再構成する時間を要する。一方、受講者自身
にメンバーを構成させる際は、より時間がかかってしまう。今後は、より効果的にグループ編成
ができるよう工夫したい。
今回の授業の実施言語は英語であった。指導教員（筆者）にとって、英語は第 2言語、つまり
母語話者ではない。また、受講生も英語は第 2言語、または第 3言語として習得した者であった。
そのため、指導側と受講側は共に英語は一つの目的言語に過ぎない。受講者によって、英語能力
の差が生じることは予測していた。そのため、英語の使用において、間違いのない “ 完璧な英
語 ” ではなく、話し相手と意見交換ができる “ 通じる英語 ” を重視するよう受講者に求めた 9）。
英語は話者によって発音の違いが多く生じる。授業全体で意見交換する際に、難しい表現や発音
によってわかりにくいものがあった場合に、教員自らが “Can you say that again slowly/in simple 

words/explain more” 等といった要求の仕方が学べる機会を増やした。
受講生には想定する言語レベルを設けた（TOEFL iBT 55, TOEFL ITP 480, TOEIC（IP）580, 

IELTS 5.0 等）。しかし、これらの点数を持っていても実際のディスカッションではかなりの差が
生じた。それは言語能力の課題というより、外国語（例えば、英語）を使ったディスカッション
における課題だった。そのため、最初の数回の授業では、ディスカッションの段取り（順番設定、
全員絶対発言、質疑応答の時間）等についてアドバイスした。また、受講生の異なる背景に関し
て数回にわたって伝え、ディスカッションの冒頭では、個々の言語使用における短所と長所を伝
え合わせた。教員の指導においても、話すスピードが早いとき、内容が理解しにくいとき等に素
早く質問できるような雰囲気を作った。その結果、回数を重ねるたびに受講生のディスカッショ
ンが盛り上がりをみせ、受講生からはディスカッションが楽しくなってきたという意見が多く出
たほか、TAや見学者からも高く評価された。
最後に、アクティブラーニング促進への実践的な取り組みと課題について述べる。先行研究

（Arkoudis, 2006, Arkoudis et al., 2013）でも指摘されているように、教室内の学生間の交流は自動
的に始まるわけではない。単に留学生と国内学生を混合した授業を行っても教員が教育的な意図
をもって交流の場を提供する必要がある。そして、交流の意義や獲得してほしいスキルなどを受
講生に説明し、理解したうえで適応することが重要である。英語で実施する共修を目的とした授
業のアクティブラーニング促進も、同様の段取りで行う必要があると考えられる。個々のディス
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カッションにおいては、単に “ディスカッションしてください ”という指示だけでは、受講生は
何をどこまで話をすべきかがわからない。また、そもそも何のためにディスカッションをするか
も不明であるため、きちんとした指示を出す必要がある。
また、本授業ではアクティブラーニングを促すために大きく 3つのことを基に実施内容の工夫
を行った。すなわち、教室内活動、事前事後学習、教室外での取り組みである。教室内活動にお
いては、受講者一人一人の参加を促すディスカッションを多く設定した。すべてのディスカッ
ションにおいて、課題の説明、想定する結果（課題に対する応答）、獲得できるスキル、個々の
ディスカッションを効率的に行うためのコツ、要する時間等を受講生に事前に伝えた。さらに、
専門書や先行研究で得た知恵を基に実生活の場面を概観し議論を行い、理論と現実の差を見いだ
せるよう指導した。また受講生の異なる国籍・言語と文化を題材に異文化理解とコミュニケー
ション力を深めるための意見交換の場を数多く設定した。事前事後学習においては、学習マネジ
メントツールの manaba+Rを活用し課題を課した。教室外での取り組みでは、外でのグループ
ワークに加え、学内外の交流活動についても情報を共有した。学生に、2018 年より 3キャンパ
ス同時進行となった BBPの活動を紹介し、積極的にコミュニティ形成への手助けを行った。と
りわけ、今回の授業で取り入れたアクティブラーニング活動は学生の能動的な学習に大きく貢献
したと考えられる。その結果、授業アンケートでは、前期後期共に同じ国際教養科目 B群の他
の授業と比べて平均より高い評価が示された（表 1．Q3、4、5、6 を参照）。

4.3　最後に
本稿は、立命館大学の 2018 年度 FD新任教員研修である実践的 FDプログラムの一環として
作成したコース・ポートフォリオに基づき、実施した教育的な取り組みを省察したものである。
春学期の授業においては、英語で実施する共修を目的とした授業のアクティブラーニングを促進
するための教授法を試みた。秋学期の授業においては、前期の実践で得た学びと課題への対策を
組み込み、当該教授法を再検討した。授業アンケートにおける授業評価が春学期・秋学期共に平
均より高く示されていた。従って、ILFモデルを参考に設定した授業内容（クラス設定と指導）
は受講生にとって有意義であったといえる。キャンパスによって評価に少しの変動があるものの、
異なるキャンパスによって受講生の評価は大きく異なることはないといえる。つまり、学生の属
性を把握しそれに応じた活動を準備する必要があるといえるだろう。
今後は、立命館大学のもう一つのキャンパスである BKC（びわこ・くさつキャンパス）で同
じ授業を実施してみたい。BKCは、理系の学部が多くあるところが衣笠キャンパス、大阪いば
らきキャンパスと大きく異なる。同様な取り組みを行うことによって、共修を目的とした英語で
開講する授業の成果や受講生の評価にどのような違いが生じるかをアクティブラーニングの促進
だけではなく、Deep Learningの追求も課題に検討したい。そして、それらの課題を改善し、今
後の指導に生かしていきたい。
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注
1） 立命館大学国際教育推進機構サイト（2019 年 5 月 13 日現在）
 http://www.ritsumei.ac.jp/international/intl_committee/

2） 本稿で意味する“国内学生”は、日本国籍を保持する学生と日本国籍を保持しない学生を含まれている。
一方、“ 留学生 ” は、海外の大学から短期・中期・長期の交換留学プログラムで受け入れている学生を
意味する。
3） 立命館大学教養教育センター（2019 年 2 月 26 日現在）http://www.ritsumei.ac.jp/liberalarts/international/

studyabroad/

4） 文部科学省―「用語集」、2012 年、pp．35-40．
 http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2012/10/04/1325048_3.pdfより
2019 年 6 月 5 日引用。
5） 6 段階の和訳は（坂本　他編、2017）によるものである。
6） http://www.ritsumei.ac.jp/liberalarts/international/studyabroad/より 2018 年 10 月 12 日引用。
7） この科目は、立命館大学付属高校生が受講できるよう AP（Advanced Phase）制度を導入している。
8） Beyond Borders Plazaは、2018 年度から 3キャンパスで同時進行の新取り組み。学生の言語・文化等
の異なる背景を超えた交流を促進する新たなグローバルコモンズ http://www.ritsumei.ac.jp/news/

detail/?id=1023。
9） 今回採用した TAは、（たまたま）英語母語話者であった。しかし、英語の指導（文法間違えの指摘及
び訂正等）を一切行わないよう事前打ち合わせの際にアドバイスした。
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付録A　授業概要

付録B　TAアセスメント用シート 付録C　グループ発表用ノートシート

: Intermediate Seminar (GW): Introduction to Intercultural Communication
:This course is designed for students who are interested in learning and enhancing 

intercultural communication skills. In this class, you will learn the core cultural traits and examine 
their diversity in different perspectives through number of discussions and group works. 

:Know fundamental cultural traits such as identity, religion, hierarchy, time etc. 
Identify and analyze misunderstandings and miscommunication via cultural aspect

: 100 30% 10% 10% 30%
20%

1 Orientation - Introduce/ ice-breaking/ share information 
2 Cultural syndromes - Fundamental cultural traits/ differences/ similarities
3 Culture and identity - Individuality/ ethnic relation/ idea of group
4 Culture and time - Punctuality/monochromic/ polychromic
5 Culture and Hierarchy - Seniority/ family and social hierarchy/ power distance
6 Culture and Gender - Inequality/ gender roles/ discrimination
7 9Group presentations 1,2,3 - Mutual understanding/ present/ argue 
10Culture and communication - Verbal communication/ non-verbal communication/ communication 

gaps
11 14 Individual presentation 1,2,3,4 - Individuality/ share information/ counter argue
15 Revision + Report submission - Final remarks

Name
Class Lecturer 

Campus Date Period 
Class 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

Others 

Class activity record

Activity Special notes 

Group presentations
Group Main ideas
detailed information

Qs / comments to the group
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付録D　グループワーク振り返りシート

付録E　授業全体の振り返り

付録 F　Ice-Breaking Topics for university classes1）

Group project reflection (write clearly) 

Name: Date:

Group:

1. What was the topic of your group?

2. How did you contribute for the group survey & presentation?

3. What was difficult in doing group work?

4. Were you able to solve the problems mentioned in 3, if Yes/No, why / how?

5. What aspects do you think you should improve to do a better group work / presentation? 

6. Overall, what did you learn the most from the group work?

7. Any comments / Qs to the lecturer

About Culture/ Countries

1. Have you ever experienced culture-shock, how to prepare for it?

2. The experiences in other countries

3. Topic about countries (America, Germany, Korea etc.)

4. How can you accept from other countries and regions culture?

5. Finding same points and difference points of cultures 

6. Various way to entertain guests in each country

7. Why is the speed to acquire English in every country different?

8. Nap culture (In China and Spain there is a culture to take a nap. For what reasons did this culture 

come about?)

9. Fashion culture differences (do you have to follow the fashion, or do you have to keep your own 

fashion?)

Name: Country: Date:

With reference to the concepts (identity, time, hierarchy, gender) that you have learnt in this class, 

redefine your country/ culture in an intercultural perspective? Use examples if necessary. 

A

Identity (collectivism vs. individualism), time (monochronic vs. polychronic), hierarchy (high power 
distance vs. low power distance), gender (male vs. female, &/ LGBT)
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10. Manner culture differences (e.g., how do you behave when eating with someone older?)

11. Party culture differences (What kind of party does each country have?)

12. What is direct and indirect communication 

About Japanese

13. Are Japanese religious people, Japanese food culture

14. The national characteristics of the Japanese 

15. The differences in using gesture in Japan and other countries

16. The differences in how people value things in Japan and other countries

About Personal Stuffs

17. What is your motivation to learn English?

18. What is the most beautiful thing (to/ about) you know? 

19. What is the biggest challenge you’ve had in your life?

20. Which of your personality traits has been the most useful?

21. What is your hometown like, your dialect?

About Personal Interests

22. About your favorite place, favorite sports, favorite artist, favorite music

favorite food, favorite sweet, favorite fruits, favorite cartoon, hobby 

23. Topic about your pen case (pen case, content, good point etc.)

Personal Thoughts about the university life

24. Which class do you like the best in this university?

25. Good and bad points about this university, favorite lunch menu in this university, about your club. 

Personal Thoughts

26. Are you religious?

27. What is your part-time job, good part time job in this area?

28. Do you want to go abroad, why? 

29. What does other people like about you?

30. What is your dream vacation, where do you want to go, with whom would you like to travel with?

31. The best combination of food, for example to put natto in miso soup

32. The place/country you want to go in your life

33. What is a healthy eating habit?

34. When should we change our clothes from summer to fall?

35. What food do you like, or dislike?

Some Serious Discussion Topics

36. Equality/feminism (what do you think about it, do you think the society you live in is equal)

37. Difference in the position of the women in each country.

38. What makes a good leader?

39. What do you do for the environment, what can you do for the environment?

40. What is your dream, how are you going to fulfill it?
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注
1） 本資料には他の授業で集めたトピックも一部修正して併せて載せた。このリストは、クラスの生徒、

TA、および著者の間の共同作業として作成した。使用は非営利の研究および教育目的のために制限され、
許可されている。

41. What is happiness to you?

42. Should those who have children suffering from terminally ill be allowed to end their lives via assisted 

suicide?

43. What is the most important thing about peace in developing countries?

44. What is good communication, what is important for communicating with others?

45. International marriages consider not only anti-foreign problems, racial discrimination, but also 

including historical issue that affect the form of thinking to modern. What do you think of 

international marriages? How is the situation in your country, should we preserve the transition? If 

yes, where is the line?

46. Do you believe in ghosts, why?

What if…

47. What do you want to change if you could go back to the past?  

48. These days many disasters happen. Do you prepare for it, do you make some rules between families? 

What do you want to bring from your house?

49. If you can only take one person/stuff to uninhabited island to survive, what would you bring and why?

50. Would you rather be with your friend or family, why?

51. What is the future mobile phone?

52. What if we were to make a new public holiday?

53. What do you want to do if you became a cat?

54. What’s your best memory with the family?

55. What’s your best/saddest memory at hometown? 

56. If you got 1 million yen, what do you use it for?

Current things/ future plan/ memories

57. What incidents are you most interested in these days?

58. What did you do in this spring/ summer/ fall/ winter vacation, or a good memory of it?

59. What do you want to do after graduation?

60. Memory of high school age
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A Pedagogical Approach for Promoting Students' Active Learning for the Classes 
Offered in the English Language Concerning Collaborative Learning

KANDUBODA, P.B.（Associate Professor, Ritsumeikan International, Ritsumeikan University）
TORII Tomoko（Professor, Institute for Teaching and Learning, Ritsumeikan University）

Abstract
Active learning has become one of the most crucial aspects of recent university education in 

Japan. In the case of Ritsumeikan University, there have been various changes in the curriculum 

settings. Many departments, graduate schools, and institutions have adopted a student-centered 

teaching style with the support of active learning methods. This study focused on a course 

offered in the English language under the liberal arts class B scheme at Ritsumeikan University. 

Here we mainly report on our efforts in promoting students' active learning and classroom 

management techniques that are adaptable by teachers. In particular, we share information on a 

teaching pedagogy with practical implementations concerning collaborative learning（between 

domestic and international students）in light of the ILF model. Targetted course offered at the 

Kinugasa campus, Kyoto, and Osaka Ibaraki campus in the year 2018 Spring and Fall semesters. 

At the end of both classes, students were asked to evaluate class activities through a free-

written task and the course questionnaire. The overall results suggest students' preference for 

class activities was high, while course questionnaire results consequently depicted high in 

evaluation compared to the field's average. We hope this pedagogical approach will contribute to 

the establishments and development of subjects that aim to promote collaborative learning 

using the English language as a method of teaching and learning in the future.

Keywords
Courses offered in English, collaborative learning, active learning, ILF model, class assessment


